2007.12.19

品質試験方法と施工時諸特性との相関性評価研究委員会（JCI-TC074A）

第3回　全体委員会　議事録(案)

１．日　時：平成19年12月13日(木)　14:00～15:00

２．場　所：日本コンクリート工学協会会議室

３．出席者：綾野委員長，丸屋，小島の各幹事，今本，岩田，宇治，浦野，竃本，大島，神代，高橋，谷村，半井，山口，依田，梁，渡辺の各委員 

(以上　17名　敬称略)

４．資　料：

3-1：第2回全体委員会議事録（案）

3-2： WG1　JCI品質試験施工時諸特性相関性委員会　WG1第２回打ち合わせメモ

3-3-1：WG2　性能変化WG　第3回議事録（案）

3-3-2：　〃　 性能変化WG　第4回議事録（案）

3-3-3：　〃　 土木学会コンクリート標準士方書の基準類・標準値の調査

3-3-4：　〃　 建築学会標準仕様書JASS5基準類・標準値の調査

3-4-1：WG3  海外調査　活動報告

3-4-2：　〃　 規格対応表

3-4-3：　〃　 品質管理試験法に関する基準類の調査

3-4-4：　〃　 THAILANDの例

3-4-5：　〃　 パキスタン高速道局の例

3-5：　耐久性指標に関する文献

3-6：　委員会名簿

５．議　事：

5.1. 新任委員と委員交代の件

· 加藤委員，湯浅委員が，新たに委員として参加していただくことになった．

· 小野委員から竃本委員に交代となった．

5.2. 第2回全体会議議事録(案)の確認

· 小島幹事より，資料3-1「第2回全体回会議議事録（案）」について説明があった．

· 修正事項なし．議事録として承認された．

5.3. WG1の活動状況報告と質疑

· 今本WG副主査，山口委員より，資料3-2によりWG1の活動状況の報告があった．

· 簡易な評価方法として，木槌でスランプ板を打撃し，打撃回数と広がり具合から変形性を評価する方法を検討中である． 

· フレッシュコンクリートのどういう物性を測ろうとしているのか．スランプ試験では，レオロジー特性のうち粘性の尺度が評価できていないので，コンクリート用の回転粘度計などにより，粘性の指標を測るとよいのではないか． 

· 施工上重要なのは，フレッシュコンクリートの見かけの粘性なので，例えば，加振時の変形速度のような指標で評価しても良いのではないか．

· フレッシュコンクリートの，施工時諸特性の何を評価するのかが問題．作業性の良否となると，総合的で感覚的になってしまう．例えば，標準的な施工法（打設方法，締め固め方法）で打設したときに，欠陥がなく密実に打ち上がるコンクリートほど，作業性が良いコンクリートと定義し，これを確認できる品質試験方法で判断するといった方法もあるのではないか． 

5.4. WG2の活動状況報告と質疑

· 小島幹事，浦野WG副主査より資料3-3-1～3-3-2を用いて，WG2の活動状況が報告がされた．

· 浦野WG副主査，神代委員より，それぞれ土木学会，建築学会における規準類の基準値・標準値の調査結果が報告された．最終報告書に，調査内容を比較してまとめる予定．

· 基準類の調査結果と，今後，WGメンバーで分担して進める文献調査結果を踏まえ，実験のポイントを明確にして実験計画を立案してゆく．現状，テーマは前回委員会で話のあった，ブリーディングの影響と構造体コンクリート強度，養生期間と構造体強度，振動締め固めと圧縮強度の関係について想定している．

· 綾野委員長より，2008年のJCI年次大会に論文を出せるようにとの話であったが，まだ初年度であり，十分計画した上で実験を行ってゆこうとの話があった．

5.5. WG3の活動状況報告と質疑

· 丸屋幹事より資料3-4-1～3-4-5により，WG3の活動状況が説明された．

· 品質管理試験法に関する基準類の規格対応表がほぼ完成した．詳細比較を進めているところである．調査項目は，フレッシュコンクリート関連と強度関連に絞ってゆく．

· 各国の規格を調査することが目的ではあるが，実際に試験してみることも考えている．

· 国別で適用されている規格を調査すると，国によっては同じ項目にASTM，BS，JISが併記されているので，今後，どうのように扱われているか調査してゆく予定．

· ISOについては，現在進行中のものもあるので，関連委員会から情報をもらって調査する．

· 試験法だけでなく，試験法の使われ方，基準値や許容範囲なども調査して欲しい．

· 試験法に関して海外でも問題点が出ているのか調査して欲しい．

5.6. 耐久性指標に関する説明

· 半井委員から，パワーポイントおよび資料3-5により，耐久性指標に関する説明と，耐久性評価へのシミュレーション解析技術の適用について説明があった．

· 耐久性指標（例えば，空隙率，透気係数，実効拡散係数，反発硬度，かぶり厚さなど）に対して閾値を設けてレベル分けし，耐久性能レベルをクラス分けして評価するという考え方．耐久性能に基づくRC造の評価手法の枠組みとして提案され，耐久性指標の項目自体は，研究者ごとに様々なものが提案されている． 

· 設計，竣工検査，維持管理の各段階で，同一した耐久性指標で評価することができる． 

· DuCOMを既存構造物の耐久性評価に使うことを考えると，まず，現状の調査データから逆解析して遡ることで，初期情報（水セメント比等）を推定する．この情報を元に将来の予測を行うという使い方になる．ただし，環境条件と材料条件の組み合わせで，現在の結果となっているので，遡るって推定するときは，いずれかの条件が明確でないといけない． 

5.7. その他

· 次回全体委員会　2月26日（火）　15:00～18:00　

以　上

（小島記）
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